
 

 

 

 

 

 

 

 

各学校や地域における地域学校協働活動の推進を目的に、地域と学校の連携・協働に関する情報を発

信する連携協働通信「架け橋」を発行しています。当課の Webサイトでもご覧いただけます。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/chiikirenkei/gakkoushien.html 

 
 
 
 
 

「学校運営協議会」からの学校運営の基本方針の承認とは？ 
 

先月「学校運営協議会及び学校・地域コーディネーター 

未設置校研修」を行いました。 

講師の文部科学省地域学習推進課の岡貴子氏から、 

「学校運営協議会の主な役割のうちの１つ『校長が作成する 

学校運営の基本方針を承認すること』の承認のイメージは 

『ＯＫ』ではなく『Let's』です。第三者的に評価するのではなく合議 

体として当事者として一緒にやろうという意思表示的な承認です。」 

という説明がありました。 

参加者から、この点について分かりやすかったという感想が多く 

寄せられ、日頃感じていた疑問が解消した様でした。 

 

 

 

 

 

「学校運営協議会及び学校・地域コーディネーター未設置校研修」の参加者です。 

校長、副校長が多く参加してくださいました。皆様、大変お忙しい中どうもありがとうござ

いました。 

    
（人） 

 
6 月 21 日 6 月 28 日 6 月 30 日 合計 

校長 29 40 25 94 

副校長 41 29 33 103 

主幹教諭 12 4 10 26 

その他 3 1 7 11 

合計 85 74 75 234 

＜学校運営協議会＞＜地域学校協働本部＞

 

      令和３年７月 20日 

横浜市教育委員会 学校支援・地域連携課 発行 NO．２０ 

岡氏からは、全国の取
組事例の紹介もあり、
各学校の参考になる
ものでした。 

Let's です! 

一緒にやろ

うという 

意思表示 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/chiikirenkei/gakkoushien.html


 

 

 

 

振り返りに書かれた「今後の予定」です。 

学校や地域によってそれぞれ課題があって、悩んでいる様子や、それをどのように解決して

いこうとしているのかが書かれました。 

課題 
・地域ごとに課題がありどのように地域に呼び掛けていくかが課題 
・地域の熱い思いを働き方改革の流れとどうつないでいくかが最大の課題 
・２区にまたがる本校の地域的な実情を考えていかなければならない 
・コロナ禍で地域の方々と顔を合わせて話ができず、協議会設置に向けて相談できずにいる 
 
 
目標 
・まずイメージを明確化することとその共有。設置までの具体的手続きの明確化を急ぎたい 
・小中合同のため、コーディネーターを一緒にするか、別々にするかを詰めていきたい 
・地域とのつながりが深い学校なので、しっかりと説明して理解してもらうようにしたい 
・中学校ブロック３校で立ち上げるので学校間の連携を密にしたい 
・子どもの成長につながる協議会にしたい 
 

 

当日の資料は、当課の YCAN Webページに掲載しています。ぜひご活用ください。 

http://inw1.office.ycan/b/ky/gakkoushien/cs/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・横浜市では、学校運営協議会もコーディネーターも 

令和４年度末までに全校に設置する。 

・地域との連携・協働を進める際のポイントは、 

学校の目標を地域の方とも共有していくこと。 

研修のまとめ 

 

 

http://inw1.office.ycan/b/ky/gakkoushien/cs/


 

地域と学校の連携・協働を推進するために、地域と学校

を繋ぎ、総合調整を行う「学校・地域コーディネーター（地

域学校協働活動推進員）」 の養成講座（年間 5回）の第 2

回を７月に開催しました。今回の内容はコミュニケーショ

ンワークでした。５つのお題を基にグループごとに CM作り

（学校・地域コーディネーターの思いを歌や寸劇、言葉で

表現したもの）を行いました。受講者の方は不安な気持ち

を抱えながらも、子どもたち、学校のために力を発揮しよ

うと前向きに CM作りに取り組む姿が印象的でした。研修を

終えると、良い表情で学校・地域コーディネーター同志が

コミュニケーションをとる姿が見られました。今後も学

校・地域コーディネーターとしての繋がりができ、活動の

範囲や仲間として相談できる関係が作られるとよいと感じ

ました。 

 

 

 
   

令和４年度の全校設置に向けて学校運営協議会の未設置校、学校・地域コーディネーター未配置
校を対象に個別相談会を実施します。 
 

１ 期間及び会場 夏休み期間中 1校 1時間程度の相談を市庁舎で予定しています。 
 

２ 内 容    学校運営協議会の設置、学校・地域コーディネーターの配置を円滑に進めるため 

の各種相談、各校における疑問の解決や、課題解決の方法を検討 等 
 

３ 対 象   相談を希望される学校運営協議会、学校・地域コーディネーター未設置校の 

         管理職、担当の教職員（地域や PTA の方の同席も可能です） 
 

４ 申込方法  学校支援・地域連携課まで、電子メールでお申し込みください。 

         折り返し連絡いたします。 

申込メールアドレス ky-kyo-gikai@city.yokohama.jp 
 

※詳しくは学校便利帳令和３年７月２日発出、教学第 544 号をご確認ください。 

・夏季休業期間以外、市庁舎以外での個別相談会も可能です。希望する場合はご相談ください。 

・個別相談だけでなく、教職員への研修、地域への説明等が必要な場合も、ご相談ください。 

今回の CMつくりは５つのお題を基
に進められました。 

CM作り発表の練習の様子 

研修講師の高橋さん、竹迫さんより 
本日の研修についての内容説明 

 

 

 

 

mailto:ky-kyo-gikai@city.yokohama.jp


 

 

 

 

学校運営協議会委員、学校・地域コーディネーター、教職員を対象に研修を行います。 

当日は実践校による事例発表を予定しています。 

１ 日時及び会場   

 日 時 会 場 

１ 11月 15日（月）10:00～ 花咲研修室 

2 12月 7日（火）15:00～ 花咲研修室 

3 12月 13日（月）15:00～ 花咲研修室 

２ 内 容   ○横浜市教育委員会より学校運営協議会委員、学校・地域コーディネーターの役割 

地域と学校の連携・協働の推進について説明 

○実践校より事例発表 

○グループ情報交換 

※  詳しくは今後、発出する通知でご確認ください 

 

 

 

 

 

 

 設置時期 申請書締め切り 

１ 令和 3年 10月 1日 設置 令和 3年 8月 1日 

2 令和 4年  4月 1日 設置 令和 4年 2月 1日 

3 令和 4年  7月 1日 設置 令和 4年 5月 1日 

4 令和 4年 10月 1日 設置 令和 4年 8月 1日 

 

 

  

 

 

 

 配置時期 申請書締め切り 

１ 令和 4年度 配置 令和 4年 5月中旬 

 

コーディネーターの未配置校につきましては養成講座への受講者の推薦をお願いします。 

 

 

 ４月に発出される 
文章をご確認ください 

 

申請書は 
当課 WEBページに掲載 

 


